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この連載もいよいよ第 5回目を数え、今回で最
終回となる。その節目にふさわしい業種として選
んだのがレタッチャーという職業である。
レタッチャーは昔から存在し、色を扱う専門の
職人でアナログレタッチャーとも言うべき職種だ
った。しかし、ここで言うレタッチャーはデジタ
ルレタッチャーと言うべき Photoshopの達人たち
（特に Photoshopだけというわけではなく、デジ
タル画像処理全般を知り尽くしている）のことを
指している。アナログレタッチャーも色に関する
権限を有してはいたが、デジタルレタッチャーは
この比ではなく、絶対的な権限を持っている、色
に関する総合的なプロデューサーである。色はレ
タッチャーが自分で決めるので RAWデータ入稿
が前提で、色とか調子再現については撮影者以上
の権限を持っているのだ。現在広告写真として流
通している画像のほぼ 100％は、このレタッチャ
ーの手を通していると言っても過言ではない。だ
から現代の若者にとってレタッチャーは、カメラ
マンやデザイナー以上の人気商売となっている。
レタッチャーには個人経営のところもあれば、
今回訪問した株式会社イメージスタジオ・イチマ
ルキュウ（通称イメージスタジオ 109）のように
会社組織のところもある。イメージスタジオ 109

は広告代理店の株式会社東急エージェンシー

（http://www.tokyu-agc.co.jp/）グループに所属す
るレンタルスタジオである。レンタルスタジオと
言ってもCFおよびスチール撮影スタジオの運営、
ポストプロダクション事業（動画の編集）、グラ
フィック制作およびデジタル画像処理まで幅広く
カバーしているのは、まさしくボーダレスのデジ
タル時代そのものである。CF（動画のコマーシ
ャルフィルム）撮影でも、最近は静止画（スチー
ル）で有名なカメラマンが担当するケースが多い
らしく、カメラマンの世界にもボーダレスの波が
押し寄せているようだ。理由はライティングの品
質で、女優さんの CFなどはきっちりしたライテ
ィングで撮ってやれば、美人度が数倍アップする
というわけである。要するに動画はアングルとか
編集、時間軸に重きが置かれているが、静止画は
写真＝光画と言われるくらいにライティングが命
ということである。
そしてライティングをもっと引き立たせるのが
レタッチで、イメージスタジオ 109ではこのレタ
ッチ部門を 2005年に立ち上げ、2006年から実稼
働させている。デジタル撮影 /レタッチの部門名
を「Digital Imaging 109」と称し、今やイメージ
スタジオ 109の特色になっている。今回はその部
門の責任者で、スタジオ事業部次長である山田修
一氏（写真 2）に詳しくお話を伺うことができた。
それではイメージスタジオ 109の内部を紹介し
ていく。大型の写真スタジオを都心に作るのは難
しいが、イメージスタジオ 109の場合、写真 3の
搬入口を見れば分かるように自動車クラスならそ

のままスタジオに搬入して撮影することができる
立派な大型スタジオである。また都心に近い目黒
というロケーションは郊外の大型スタジオよりも
タレントさんやクリエイターの方にも好評で、か
つ受付（写真 4）やミーティングエリア（写真 5）
も実にオシャレで、無線 LAN完備、Windows/

Mac使い放題という極めてカンファタブルな空
間が提供されている。ギョウカイ好きの私などは
ついついイイ気になって、夕方に「おはようござ
います」朝早く「お疲れさま」と言いたくなって
しまう雰囲気だ。
レンタルスタジオだから機材は充実しているの
だが、その中でも重要なのがモニタである。デジ
タルなので優秀なモニタがないと画質のチェック
ができないからだ。その中でもナナオのフラッグ
シップ的な存在の ColorEdge CG220や CG221が
大人気で、ほかの優秀なモニタも揃っているのだ
が、レンタルでは最上位機種しか必要とされない
らしい。写真 6が機材センターなのだが、無造作
に置いてあるモニタは CG220や CG221であり、
1台ウン十万円もする高価なものばかりである。
現在レンタル用に 5台が、フル稼働状態というこ
とだ。また機材センターには写真 7のようなオビ
ュキュライト（ライティングボックス）も置いて
あり、年始の挨拶用タオルが一緒に置いてあるの

が生々しい。
肝心のレタッチ部門だが、写真 8がレタッチス
タッフの部屋である。100％商業広告目的なので
画面はお見せできないが、スタッフ 8名に
CG220が 6台（ほかのモニタ 2台）与えられて
いる。また写真 9のようなデジタルブース（レタ
ッチルーム）が 2部屋用意されており、最新鋭の
CG221が使用されている。室内照明も 5000K、
壁の色もデザインを損なわずに中性色に統一され
ている。もちろん色見台も完備されているのは言
うまでもない。デジタルブースのみの貸し出しも
行っているが、実際にはオペレーター込みで貸し
出されるケースばかりだという。動画のポスプロ
（ポストプロダクションと呼ばれ、動画編集機と
オペレーターを貸し出す商売）と一緒で、機材以
上にオペレーターの質が問われるわけだ。
このようにイメージスタジオ 109では合計 13

台の CG220と CG221がフルに使われているのだ
が、高品質の画質を維持するためにはカメラやソ
フト以上にモニタ品質が重要なのだ。そんな意識
が浸透してきたことを証明する使われ方である。
帰り間際に今流行のデジタルサイネージがスタ
ジオの予定表に使われていることを発見、よくよ
く見るとこれまた EIZOブランドであった（写真
10）。現在は販売されていないようだが、カラー

マネジメントされたデ
ジタルサイネージ時代
もすぐに来るような気
がする。その時にはま
たナナオの出番なのだ
ろう。 （郡司秀明） 
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http://www.imagestudio109.co.jp/
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